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『物流から生じるCO2排出量のディスクロージャーの今後のあり方に関する
調査研究』 アドバイザリー会議

年 月 予定

２０１０ ５月 Product & Scope3 ロードテスト・ワークショップ（ワシン
トンDC）

６月 同 ロードテスト結果報告・フィードバック
運営委員会（オスロ）

７－８月 中国企業向けワークショップ（上海）
ロードテスト・フィードバック サマリーのリリース（WRI）
ドラフト・スタンダードの改訂（テクニカルWG）

１１月３日 第２次ドラフト パブリックコメント（３０日間）

１２月～ パブコメの取りまとめと分析
ドラフト・スタンダードの改訂

２０１１ 冬 テキストベースでの新スタンダード取りまとめ完了

春～夏 Product & Scope3 各スタンダードの正式発行
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「Scope3」スタンダード 第２次ドラフトの主な留意点 ①

「ビジネス・ゴール」の書きぶりの変化

① 従来の「GHGマネジメント」からサプライチェーン（バリューチェーン）にお
けるGHG排出の「リスクと機会」の認識へとシフト。

② 従来の「パフォーマンス追跡」に加え、「削減機会」や「削減ターゲット」の

明確化が図られた。

③ 「サプライチェーンマネジメント」の中に、エネルギー使用、コスト、リスクの

低減が明確に盛り込まれた。
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「Scope3」スタンダード 第２次ドラフトの主な留意点 ②

「要求事項」（“スタンダード”としてのSHALL記載）の主なポイント

① 全てのスコープ３排出を算定・報告する。

② 除外する場合には正当性を開示する。

③ スコープ３の目標設定にあたっては「基準年」（Base Year）を明確にし、状
況の変化にともなう「再計算」の方針を明確にする。

④ 全カテゴリーを含めてスコープ３について詳細な「算定報告」をする。

 “報告フレームワーク”としての位置付けの明確とも受け取れる。

 スコープ３カテゴリー排出量の報告フォーマットの他、算定方法やアロケーショ
ン、正確性、完全性、１次データ使用割合などを報告する別紙もドラフトされた。
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「Scope3」スタンダード 第２次ドラフトの主な留意点 ③

スコープ３ カテゴリーの変更点

① １次サプライヤー（Tier-1）の排出が「Supplier Emissions」として、
カテゴリーから分離され、独立した報告対象（SHALL）となった。

 ダブルカウントを避ける目的も。

② 「従業員の通勤」上流カテゴリーに位置付けられた。

③ 上流の「フランチャイズ」が削除された。下流「フランチャイズ」は従来通り

存続。

④ 「販売製品の加工」が下流のカテゴリーとして追加された。

 中間材など最終製品でない製品の製造事業者に適用される。
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GHGプロトコル「Scope3」スタンダード・新カテゴリー（2次ドラフト）
（株）トーマツ審査評価機構による仮訳

5

上流／下流 新カテゴリー

上流 Scope 3 排出（購入）

1 購入製品・サービス（2-9カテゴリー以外）

2 資本財

3 「Scope1, 2」に含まれない燃料・エネルギー関連活動

4 輸送・流通（上流）

5 事業活動で発生する廃棄物

6 出張

7 従業員の通勤

8 リース資産（上流）

9 投資

下流 Scope 3 排出（販売）

10 輸送・流通（下流）

11 販売製品の加工

12 販売製品の使用

13 販売製品の廃棄処理

14 リース資産（下流）

15 フランチャイズ

サプライヤー排出 サプライヤー（Tier 1）の排出

Copyright © World Resources Institute & World Business Council for Sustainable Development, 2010
Cited from:  The Greenhouse Gas Protocol - Corporate Value Chain (Scope 3) Accounting and Reporting Standard “2nd Draft” (DRAFT FOR 
STAKEHOLDER REVIEW NOVEMBER 2010)
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